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	1.活動テーマ
	テーマ：色水と光
	設定理由： 素材遊びの中で水性ペンが水に溶けることに気付いた子どもたちの発見をきっかけに、色水作りや光遊びへと活動を発展させ、色の変化や美しさを楽しむことをねらいとした。


	2.活動スケジュール
	・素材遊びの中で水性ペンと油性ペンの違いに気付く ・水性ペンをキッチンペーパーに染み込ませ、水に溶かして色水を作る ・様々な色の組み合わせを試しながら色水作りを楽しむ ・完成した色水をペットボトルに入れる ・ライトテーブルに置き、光に透かして色の美しさや変化を観察する

	3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定
	・水性ペン ・キッチンペーパー ・ペットボトル ・ライトテーブル

	4.探求活動の実践
	活動内容：
	水性ペンをキッチンペーパーに染み込ませて水に入れると色が広がることに気付き、色水作りが始まった。「きれい」「違う色も作りたい」と様々な色を試し、透明感のある色水作りを楽しむ姿が見られた。完成した色水をライトテーブルに置くと、光によって色がより鮮やかに見えることに気付き、色の変化を観察していた。

	子どもの姿・声、保育者とは関わり:
	5.振り返り
	・「絵の具みたいに濁らないね」「きれいな色！」と透明な色水の美しさに気付く姿があった。 ・「この色とこの色を混ぜたらどうなるかな？」と色の組み合わせを試す姿が見られた。 ・保育者は子どもたちの気付きや発見を受け止めながら、「光に当てたらどう見えるかな？」      など問いかけを行い、活動が広がるよう関わった。
	子どもたちの身近な素材遊びから生まれた気付きが、色水作りや光遊びへと発展していく様子が見られた。水性ペンの性質を体験的に理解するだけでなく、透明な色の美しさや色の組み合わせを試す楽しさを感じる姿があった。
	今後も子どもたちの興味や発見を大切にしながら、素材や環境を工夫し、探究的な遊びが広がるよう保育を展開していきたい。
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	2.活動スケジュール
	色水遊び　色の変化を共有 コーヒーフィルターに色水を垂らし、 にじみを楽しむ。乾燥・完成を見る

	3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定
	食紅、水、プッシュボトル、ボウル、カップ スポイト、製氷皿、フレンチボトル、トレイ コーヒーフィルター、雑巾 色水遊び：テラス　製作活動：３歳保育室内

	4.探求活動の実践
	活動内容：
	・子どもたちは好きな色水を選び、混ぜることを楽しんだ。 ・紙に色水を垂らして、滲みながら色が変化する様子に気づいた

	子どもの姿・声、保育者とは関わり:
	・「ジュースみたい」と見立てて遊んだ。水を足して薄まる様子を確かめる子もいた。 ・保育者は「何色と何色を混ぜたの？」と問いかけ、気づきを言葉にできるようにした。 ・「綺麗だね」と共感し合えるように関わった。 ・偶然できた模様も肯定し、一人ひとりの表現を大切にした。

	5.振り返り
	・色の変化に驚きや喜びを感じ、意欲的に繰り返し試す姿が見られた。 ・色水遊びでの発見が製作活動への意欲につながり、色の変化やにじみの広がりを楽しむ姿が見られた。遊びから表現へ繋げることで、子どもの探究心をより深める機会となった。
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	設定理由：毎日の手洗いの経験から様々な水遊びに発展できると感じたから。
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